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貴重な動植物を守るため、マナーを守りましょう

６月のレンジャー活動報告➀
イチヤクソウのモニタリング調査（個体
数調査）を実施しました。

本園の各所で生育を確認しています。
モニタリング調査の結果、各所で、ナラ枯れによる
樹木伐採で日照環境の変化等、生育環境の変化
があり、個体数の増減が見られます。今後も笹刈り
等保全活動を行っていきます。

イチヤクソウ
特殊な菌根菌との共生（寄生）が必要と
される半寄生植物、移植しても１～２年程
度で姿を消します。

ヘイケボタル

ゲンジボタル
主に6月に緑地周辺で見られます。
田んぼ側の水路などきれいな流水
環境を好みます。大型で発光間隔
が長い（2秒程）、日本固有種。

ゲンジボタルよりも成虫の
発生時期が遅く、主に７月
に当緑地で見られます。
田んぼや小さなため池な
どの止水環境を好みます。
小型で、発光間隔が短い
（1秒程）。

７、８月イベント予告

〇 セミの「ぬけがら」くらべ
７月下旬から

当緑地サービスセンターにて

〇 夏の昆虫観察会
～昆虫観察入門～
日時：令和6年8月22日（木）
９時３０分～１１時３０分
荒天の場合8月２６日（月）に延期

詳しくは
小山田緑地サービスセンター
042-797-8968
または当緑地ホームページで

６月にゲンジボタル
の調査を行いました。
７月はヘイケボタル
の調査を行います。
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イチヤクソウ 株数推移

６月のレンジャー活動報告②
ゲンジボタルのモニタリング調査（個体
数調査）を実施しました。

園内の各所で生育を確認しています。
モニタリング調査の結果、昨年とほぼ同数の個体
が確認されました。今後も薮の除去等水路付近の
整備等保全活動を行っていきます。
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